
か
を
知
り
た
く
て
、
古
本
屋
を
巡
っ
て
い
た
学
生

時
代
に
出
会
っ
た
二
冊
。
現
在
は
『
限
界
芸
術

論
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
九
）
に
ま
と

め
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
大
佛
次
郎
が
書
い
た

『
鞍
馬
天
狗
』、『
赤
穂
浪
士
』、『
由
比
正
雪
』
な

ど
の
時
代
小
説
に
、
昭
和
初
期
の
日
本
に
対
す
る

風
刺
と
批
判
を
読
み
取
っ
て
い
く
鶴
見
の
議
論

は
、
作
家
が
小
説
に
施
し
た
仕
掛
け
を
解
明
し
て

良
し
と
す
る
閉
じ
た
文
学
研
究
と
は
異
な
り
、
文

学
と
文
学
研
究
の
社
会
的
意
義
を
浮
き
彫
り
に
し

て
お
り
、
私
に
と
っ
て
研
究
の
出
発
点
と
な
っ

た
。

❷　
『
ブ
レ
イ
ク
│
革
命
の
時
代
の
予
言
者
』

Ｊ
・
ブ
ロ
ノ
フ
ス
キ
ー
／
高
儀
進
訳
（
紀
伊
國
屋
書

店
、
一
九
七
六
）

　

複
雑
怪
奇
な
テ
ク
ス
ト
群
を
生
み
出
し
て
し
ま

っ
た
た
め
に
、
狂
気
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ

る
こ
と
の
多
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
の
詩

人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
を
、
ブ
ロ
ノ
フ
ス
キ

ー
は
十
八
世
紀
英
国
社
会
と
い
う
文
脈
の
中
で
読

み
直
し
、
ブ
レ
イ
ク
が
検
閲
を
か
い
く
ぐ
る
た
め

に
韜
晦
に
韜
晦
を
重
ね
な
が
ら
、
時
の
権
力
を
批

判
し
、
言
論
と
思
想
の
自
由
を
訴
え
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
ブ
ロ
ノ
フ
ス

キ
ー
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ブ
レ
イ
ク
を
読

み
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
解
毒
剤
を
ブ
レ
イ
ク

に
見
出
し
た
と
い
う
事
実
は
、
文
学
研
究
の
あ
る

べ
き
姿
の
一
つ
を
示
す
。

❸　
『
分
裂
病
と
人
類
』
中
井
久
夫
（
一
九
八
二
）

　

二
〇
一
三
年
に
新
版
が
出
た
。
中
井
の
著
作
は

学
問
領
域
の
壁
を
超
え
た
全
人
的
な
考
察
を
特
徴

と
し
て
お
り
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

❹　
『
柳
宗
悦
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
│
環

流
す
る
「
肯
定
の
思
想
」』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
五
）

　

京
大
で
桑
原
武
夫
、
鶴
見
俊
輔
、
多
田
道
太
郎

の
著
作
に
親
し
み
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
実
証
的
な

英
文
学
研
究
の
訓
練
を
受
け
、
東
大
駒
場
比
較
文

学
比
較
文
化
研
究
室
で
比
較
芸
術
に
開
眼
し
て
、

こ
の
よ
う
な
本
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
序
章
だ
け
で

も
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。

立た
ち

川か
わ

裕ゆ
う

二じ

（
理
学
系
研
究
科･

理
学

部
准
教
授
／
物
理
学

）

❶　
『
中
世
の
秋
（
上･

下
）』
Ｊ
・
ホ
イ
ジ
ン
ガ
著

／
堀
越
孝
一
訳
（
中
公
文
庫
、
一
九
七
六
）

　

高
校
の
と
き
に
な
ぜ
こ
の
本
を
手
に
取
っ
た
の

か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
来
の
愛
読
書
で

す
。
穏
や
か
な
言
葉
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
文
化

が
語
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
育
て
ば
、
信
長
、
秀

吉
、
家
康
に
つ
い
て
の
逸
話
は
誰
で
も
い
く
つ
か

知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
フ
ラ
ン
ド
ル
で
育
て

ば
、
同
様
に
歴
代
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
の
逸
話
を
知

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
等
、
そ
う
い
う
違
い
に
も

僕
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
二
〇
〇

一
年
に
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
と
し
て
も
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
装
丁
は
断
然
中
公
文
庫
版
が
良
い

の
で
、
手
に
入
る
な
ら
そ
ち
ら
を
お
勧
め
し
ま

す
。

❷　
『
一
般
相
対
性
理
論
』
Ｐ
・
Ａ
・
Ｍ
・
デ
ィ
ラ

ッ
ク
著
／
江
沢
洋
訳
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇

五
）

　

大
学
初
年
度
で
物
理
を
学
ぶ
際
に
は
、
歴
史
的

発
展
に
沿
っ
て
学
ぶ
か
、
現
行
の
理
解
に
基
づ
い

て
天
下
り
的
に
学
ぶ
か
、
大
き
く
二
通
り
に
分
か

れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
後
者
の
代
表
例
で
し
ょ
う
。

非
常
に
簡
潔
に
薄
く
、
最
低
限
必
要
な
こ
と
を
過

不
足
な
く
ま
と
め
て
い
て
、
教
科
書
の
あ
り
方
の

一
つ
の
極
致
で
す
。

❸　
『
甲
骨
文
字
字
釋
綜
覽
』
松
丸
道
雄
・
高
嶋
謙

一
編
（
一
九
九
五
）

　

こ
れ
は
漢
字
の
最
も
古
い
形
で
あ
る
甲
骨
文
字
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の
辞
書
で
、
各
文
字
に
関
す
る
考
察
を
載
せ
た
論

文
を
一
九
八
八
年
の
も
の
ま
で
全
て
枚
挙
し
た
も

の
で
す
。
僕
の
専
門
と
は
全
く
異
な
り
ま
す
が
、

学
問
と
は
こ
う
い
う
地
道
な
作
業
が
基
礎
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
、
重
い
本
で
す
。

出
版
ま
で
の
九
年
間
の
苦
闘
を
語
っ
た
「
あ
と
が

き
」
は
ど
の
分
野
を
志
す
人
が
読
ん
で
も
感
動
す

る
で
し
ょ
う
。

❹ 　
『N

=2 supersym
m
etric dynam

ics for pe-
destrians

』

　

こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
大
学
で
の
集
中
講
義
の
講

義
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
は
じ
めhttp://

arxiv.org/abs/1312.2684 

で
無
料
で
公
開
し

て
い
た
の
で
す
が
、
二
社
が
出
版
し
た
い
と
い
う

の
で
、H

industan Book A
gency

か
らT
exts 

and Readings in Physical Sciences 

の
第
一

六
巻
と
し
て
、Springer 

か
ら Lecture N
otes 

in Physics 

の
第
八
九
〇
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
無
料
で
ネ
ッ
ト
で
公
式
に
手
に
入
る
も
の

を
出
版
し
て
出
版
社
と
し
て
売
り
上
げ
が
見
込
め

る
も
の
か
、
大
い
に
謎
で
す
。

月つ
き

脚あ
し

達た
つ

彦ひ
こ
（
総
合
文
化
研
究
科
・
教
養

学
部
教
授
／
朝
鮮
近
代
史
）

❶　
『
客
分
と
国
民
の
あ
い
だ
│
近
代
民
衆
の
政

治
意
識
』
牧
原
憲
夫
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
）

　

一
八
八
〇
年
代
前
半
の
自
由
民
権
派
の
機
関
誌

に
は
、
日
本
が
西
洋
人
の
属
国
に
な
っ
て
も
食
っ

て
い
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
「
民
衆
」
の
「
客
分
意

識
」
を
批
判
す
る
記
事
が
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ

た
。
し
か
し
、
本
書
に
よ
れ
ば
、「
民
衆
」
に
は

「
客
分
」
な
る
が
ゆ
え
の
「
政
治
意
識
」
が
あ
り
、

そ
れ
を
も
と
に
近
代
国
家
に
「
異
義
申
し
立
て
」

を
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
客
分
意
識
」
は
、

十
年
後
の
日
清
戦
争
の
時
期
に
は
「
国
家
と
憂
楽

を
共
に
す
る
」「
国
民
意
識
」
へ
と
変
容
す
る
。

近
代
国
民
国
家
と
「
民
衆
」
の
格
闘
を
描
い
た
本

書
は
、
近
代
朝
鮮
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
専
門
と

す
る
筆
者
に
と
っ
て
も
刺
激
的
で
あ
っ
た
。

❷　
『
世
界
の
な
か
の
日
清
韓
関
係
史
│
交
隣
と

属
国
、
自
主
と
独
立
』
岡
本
隆
司
（
講
談
社
選
書
メ

チ
エ
、
二
〇
〇
八
）

　

日
本
と
朝
鮮
は
、「
近
代
」
と
い
う
時
代
を
か

な
り
異
な
る
位
置
で
迎
え
た
。
そ
の
位
置
の
相
違

と
し
て
重
要
な
の
が
、「
中
国
」
か
ら
の
距
離
で
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